
JEAC4201-2007 についての質問 II 回答 

 

質問1．“中性子照射量が1.0x1020n/cm2(E>lMeV)を超える場合は，引用文献(1)による方法を

用いて”とあります．文献１を通読しましたが，該当すると思われる部分が見当たりませ

ん．該当部分をお知らせください． 

回答：付録Aに示す数式モデルに表7に示す改良予測法の係数を用いるということです。引

用文献(1)のp19に「なお、表7に示す係数は文献[2]の付録図3に示す計算機プログラムソー

スコードとセットで使用する必要がある。」とあり、「引用文献(1)による方法を用いて」

とは、“文献[2]の付録図3に示す計算機プログラムソースコードの係数を文献[2]の付録表1

ではなく、表7に示す改良予測法の係数に置き換えたプログラムを使用する”ことを意味し

ます。 

 

質問2．“ 公称照射温度が加圧水型原子炉圧力容器で283℃未満の場合は，引用文献(1)によ

る方法を用いる”とあります．文献１を通読しましたが，原子炉運転温度が異なる場合の計

算あるいは評価方法を記述した部分が見当たりません．（運転）温度が変わると，反応速

度式に現れる各種の量の数値が変わりますから，n (n 1~17), n (n 1~ 2),およびなど20 

個以上の係数を決めなおす必要があることになります．“引用文献(1)による方法”とはその

ことを意味するのでしょうか？ そうであるならば,“計算をすべてやり直す必要がある”と

明記すべきです． 

回答：本脆化手法の公称照射温度の適用範囲は附属書表B-2100-3に示す通り、270～290℃

です。しかし、附属書表B-2100-1は公称温度283℃と288℃の値しかありません。従って、

公称温度が270～283℃（283℃未満）の場合は、引用文献(1)による方法（すなわち、プロ

グラムを用いた計算）を用いるという意図で、係数を変更するわけではありません。な

お、本予測手法は公称温度270～290℃が適用範囲ですので、それを外れて使用することは

できません。また、本脆化手法は公称温度276℃(BWR)、283℃/288℃(PWR)の監視試験デ

ータを用いて係数を決めており、適用範囲の温度範囲で係数を決め直す必要はありませ

ん。 

 

質問3．「（解説 - 附属書B-2100-2） ΔRT_(NDT)計算値の計算表」に関する部分 p.58 の

最後の行に「文献(1)の計算プログラムを用いて・・・」と書いてありますが，この文献に

は計算プログラムは載っていません． 

回答：文献(1)の計算プログラムとは、質問1の回答と同じく、“文献[2]の付録図3に示す計

算機プログラムソースコードの係数を、文献[2]の付録表1ではなく、表7に示す改良予測法

の係数に置き換えたプログラム”のことを意味します。 

文献[2]：電力中央研究所研究報告 Q06019, 平成19年4月 

（文献[2]は、JEAC4201-2007で引用されていた文献です。） 


